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はじめに 

平成２３年３月の東日本大震災においては、非常に多くの命が失われました。

中でも、障がいのある方の死亡率は被災住民全体の死亡率の約２倍との調査も

なされています。在宅や地域で生活をしている障がいのある方のうち、避難行

動や避難生活のために支援を必要とする方に対して必要な情報や支援が届か

ず、避難ができない・避難すべきか判断できないという状況で避難を諦めてし

まい、多くの犠牲者が出てしまいました。 

そんな中、東日本大震災の災害弱者に対する検証が不十分であるという反省

を踏まえ、福島市障がい者地域生活支援協議会防災支援部会（平成２５年度～

２８年度）において、市内の複数の障がい者団体と意見交換を行いながら、本

てびきを作成しました。 

地震だけではなく、火災や台風、雪害等、私たちはいつ災害が起きてもおか

しくない場所で生活をしています。災害の発生を止めることはできませんが、

事前に防災対策をしておくことで、被害を軽減させることはできます。いざと

いうときに、あなたや地域の仲間を守るため、日頃から防災対策を行う必要が

あります。 

  

本てびきは、障がいのある方や家族の方が日頃から確認すべきこと、災害時

に気をつけることや支援するときのポイント及び障がいについて理解してほ

しいことを障がい別に記載してあります。 

 

 この度、内容を一部改訂しました。次ページの「使い方」を参考に、災害時

に必要な支援を受けられるよう、また、適切な避難行動が取れるよう活用して

ください。 

 

 最後に、本てびき作成にあたりご協力いただきました皆様に感謝いたします

とともに、本てびきが障がいのある方やご家族、支援に関わる多くの人に活用

していただければ幸いです。 



 

使い方 

□ 支援者の方へ 

障がいのある方は、災害時に一人で避難できず、誰かの援助が必要になるこ

とが多いので、地域の方の力が非常に重要です。日頃から、町内等に支援を必

要としている方がいないか気にかけ、コミュニケーションを図りながら災害時

に備えましょう。 

また、 支援者用 のページには、障がいごとに特性や避難行動・避難生活支

援時に気をつけることが記されていますので、可能な範囲でご支援いただきま

すようお願いいたします。 

 

なお、 支援者用 のページの「本人・家族等から支援者へ」の欄に記入して

ある障がいの状況等は個人情報ですので、管理には気をつけてください。 

 

□ 本人・家族の方へ 

 支援者用 のページは、災害時に支援してくださる方に自分の障がいを理解

してもらうために活用してください。なお、障がいの状況は一人ひとり様々で

すので、「本人・家族等から支援者へ」の欄に、ご自身の障がいの状況や特別

気をつけてほしいことを記入し、普段からコミュニケーションを図りながら情

報を共有しておきましょう。 

 

 本人・家族用 のページは、関係のある障がい部分を抜き出し、ご自宅等の

目に付くところに貼り付けて、非常時持出品の確認や平常時からできる対策を

行うよう心がけましょう。また、災害発生時に速やかに避難できるよう自分に

合った避難行動を確認しておきましょう。 

 

てびきは福島市のホームページ( http://www.city.fukushima.fukushima.jp/ ) 

⇒「健康・福祉」⇒「福祉・介護」⇒「障がい者福祉」⇒「手引き・手帳」⇒「障がい

のある方の災害対応てびきを作成しました」に掲載しており、ダウンロードできますの

でご活用ください。 

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/


（視覚障がい－１） 
 

視覚障がいのある方をサポートするとき 

【大切なこと】 言葉で情報を伝えましょう 

■ 主な特性等 

 光を感じない全盲
ぜんもう

 

 眼鏡等の使用により文字が識別できる弱視
じゃくし

 

 見える範囲が狭くなった視野
し や

狭窄
きょうさく

 

 特定の色の識別が困難な色覚
しきかく

特性
とくせい

 

 生活環境が突然変わると、日常的な行動でさえも困難になります。 

 掲示物等、視覚からの情報のみでは情報を受け取れません。 

 状況が変化したときに単独行動が困難です。 

 色覚特性の場合は、色分けされた情報の識別が困難です。 

■ 避難誘導の仕方 

 声のかけ方は、本人のそばへ行き、「町会の○○です。お手伝いが必要で

すか？」、「近所の△△です。一緒に避難先まで行きましょうか？」等と声

をかけると安心します。 

 他の視覚障がいのある方と同じ避難場所を希望するか、誘導ボランティア

の派遣を希望するかを確認しましょう。 

 安否確認時に正確な情報が得られているかを確認し、白杖の有無に関わら

ず、必ず人的支援によって避難所への誘導等、避難行動を支援しましょう。 

具体的には、 

 どのように誘導すればよいかを確認しましょう。 

 支援者の肩や肘につかまってもらい、支援者が半歩前を歩きましょう。 

 どこを歩いているのか、道路や周囲の危険箇所を伝えながら誘導しましょう。 

 視覚障がいのある方から離れるときは、本人の立っている場所と、どの

方向に何があるのかを説明しましょう。 

 安心してつかまっていられる場所や座れる場所で誘導を終了しましょう。 

 避難所到着時に、避難所内の情報をわかるように伝えましょう。 

支援者用 
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（視覚障がい－２） 
 

■ 避難生活支援で気をつけること 

【避難所での支援】 

 本人の意向を確認の上、できるだけ出入り口やトイレに近い場所を確保

する等、移動が少なくて済むよう配慮をお願いします。 

 トイレや水道等の場所確認の誘導を行います。具体的には、初めて利用

するトイレへの誘導を頼まれたら個室まで案内し、水の流し方、便器の

向き、トイレットペーパーの位置等、中の様子を説明するようお願いし

ます。 

 仮設トイレを屋外に設置する場合、壁伝いに行くことができる場所に設

置するか、順路にロープを張り移動が安全に行えるよう配慮をお願いし

ます。 

 避難所に白杖の予備を置いてください。白杖等の補装具や日常生活用具

の破損・紛失に応じて、修理・支給できるよう準備をお願いします。 

 盲導犬同伴の場合の対応を事前に確認しておきましょう。特に盲導犬の

排泄場所について配慮をお願いします。 

【情 報 提 供】 

 掲示物は必ず読み上げましょう。加えて、点字や拡大文字、録音された

音声情報、音声コード付きの資料等、複数の組み合わせでコミュニケー

ションをとるようお願いします。また、必要に応じボランティアを配置

するほか、カセットテープレコーダー、点字器を設置するよう配慮をお

願いします。 

 特に重要な情報は、音声情報を録音したカセットテープの配付や点字に

よる紙媒体等により情報を提供するよう配慮をお願いします。ただし、

点字を理解できる視覚障がいのある方は少ないので、本人の希望に沿っ

た方法での情報提供をお願いします。 

 情報は正確に伝える必要があるため、指示語（あれ・これ・あちら等）

を使わず、できる限り具体性のある表現でお願いします。 

 ざわついた環境では、音声による情報が正しく伝わりません。正確な情

報と具体的に「どう行動するか」が伝わるように工夫するとともに、必

ず人的な支援を行うよう配慮をお願いします。 

2 



（視覚障がい－３） 
 

（自由記入欄） 

（例）私たちは、誰かとすれ違っても自分から挨拶することはできません。白杖を

持っていたら、まず声掛けをしてください。 

 

■ 災害発生時に困難なこと 

 危険がわかりません（視覚による状況把握が困難です）。 

 どこに逃げればいいかわかりません（案内板等を見ることができません。

よく見えないことで避難に必要な情報入手が困難です）。 

 困っていることが伝えられません（周囲に人がいるかどうかわからないの

で困っている状況を伝えることが困難です）。 

 自力で逃げることができません（周囲の状況が変わってしまうと、住み慣

れた地域でも避難行動が困難です）。 

 平常時と違う状況に対応できません（街灯等を目印として歩いている弱視

の方等は、停電により歩行困難になります。誘導するとき、混雑や渋滞に

巻き込まれると誘導が困難になり、危険な場合があります。豪雨のときは、

視界が悪くなり、豪雨の音しか聞こえない等、危険が増します）。 

 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

  

                                      

                                      

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（視覚障がい－４） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 眼鏡              □ 白杖      

□ 常用薬             □ 笛 

□ 時計（音声・触知式等）     □ 緊急時の連絡先の点字メモ 

□ 点字板             □ メモ用録音機 

□ 携帯式ラジオ（カード等）      □ 軍手 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

 □ その他（                          ） 

 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 いつでも情報が得られるように、ラジオや点字板等を身近な場所に置いて

おきましょう。 

 白杖には、暗闇でもわかるように発光シール等を貼り、地震等で被害を受

けないような場所に置いておきましょう。 

 家の物の配置や、非常持出袋等の配置を常に一定にしておきましょう。 

 飛び散ったガラス等に備え、厚底靴等を用意しておきましょう。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 まず、落ち着きましょう。そして危険から体を守り、人を呼びましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

本人・家族用 
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（聴覚障がい－１） 
 

 

聴覚障がいのある方をサポートするとき 

【大切なこと】 

音声による情報入手が困難なので、提供の仕方を工夫しましょう 

■ 主な特性等 

 聴力損失の時期や程度、他の障がいとの重複等さまざまな事情により主た

るコミュニケーション手段にかなりの違いが見られます。 

 自分の状態を音声言語で伝えることが困難です。 

 発声はできても聞こえない方や、音がまったく聞こえない方等、外見から

障がいがわからないことがあります 

 

■ 避難誘導の仕方 

 肩を軽く叩く等して、まずは相手の視野に入りましょう。 

 音声による指示の認識や見えている以外の危険の察知が困難なので、個別

の状況に応じたコミュニケーション手段（手話、筆談、口話、身振り、絵、

図等）を使用しましょう。 

 安否確認や情報伝達は、ＦＡＸやメールの使用又は対面して行いましょう。 

【コミュニケーションの手段】 

 本人の希望する手段を使うようにしましょう。 

【筆談】 筆記は紙や白板･黒板だけでなく、携帯電話･スマートフォン等の画面、

空中、手のひらに指で書いても伝えられます。 

【口話】 対面しながら、口をきちんと開けて普通に話しましょう。文章の流れか

ら判断するので、一文字ごとに区切らず句読点で区切って伝えましょう。 

【その他の手段】 

     身振り･絵･図等があります。 

 

支援者用 
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（聴覚障がい－２） 
 

（自由記述欄） 

（例）（ 手話 ・ 筆談 ・ 身振り ）でお願いします。 

■ 避難生活支援で気をつけること  

【避難所での支援】 

 手話通訳等の支援が必要な人同士はできるだけ近くに集まってもらい、

情報がスムーズに行き渡るように配慮をお願いします。 

 避難所に手話通訳者及び要約筆記者の派遣をお願いします。 

 電話の代理を依頼されたら、相手の返事は筆記して渡すようにしましょう。 

【情  報  提  供】 

 音声により連絡する内容は、できるだけわかりやすい言葉を使い、漢字

にはルビをふる等をして広報掲示板等に掲示をお願いします。また、そ

の都度正確に伝わっているかの確認をお願いします。 

 避難場所では個別の状況に応じたコミュニケーション手段を活用した

情報伝達や状況説明を行うよう配慮をお願いします。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 危険がわかりません（音による危険の察知、視界外の危険の察知が困難です。暗いと

危険が察知しにくくなります）。 

 どこに逃げればいいかわかりません（避難場所や避難誘導の呼びかけが聞こえません）。 

 困っていることが伝えられません（自分の状況を周囲に伝えることが困難です）。 

 自力で逃げることができません（音声の避難誘導では内容が把握できません）。 

 平常時と違う状況に対応できません（暗くなると手話や筆談で話すことが困難です）。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

                                    

                                    

                                    

  

ヘルプカードをご活用下さい 
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（聴覚障がい－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 懐中電灯             

□ 補聴器（予備） 

□ 携帯用会話補助装置        

□ バッテリー、電池類 

□ 筆談用具（ホワイトボード、メッセージボード等）      

□ 笛やブザー（助けを求めるため）  

□ 緊急会話カード（事前に作成） 

□ 指文字カード 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

□ その他（                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人・家族用 
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（聴覚障がい－４） 
 

 

■ 事前の対策 
（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 聴導犬同伴の場合の対応を確認しておきましょう。 

 重複して聴覚障がいのある方の場合は、更に併せ持つ障がいに応じた配慮

が必要になります。事前に対応方法を確認しておきましょう。 

 補聴器、携帯電話、文字情報が得られる携帯端末等は、常に手元において

おきましょう。 

 インターネットや文字放送、手話放送設備の導入を検討しておきましょう。 

 ＦＡＸ緊急通報制度を利用できる方は、積極的に活用しましょう。 

 介助者不在の場合、特に夜間の情報伝達をどうするかについて、家族や地

域支援者とあらかじめ決めておきましょう。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 まず、落ち着きましょう。そして危険から体を守り、人を呼びましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 
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（肢体不自由－１） 
 

肢体不自由のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 本人の希望を聞き、慌てずに行動しましょう 

■ 主な特性等 

 体の変形やつっぱり・関節が固まって動かない等の状態があり、通常の

車いすに座れないこと・床の上で座位を保てないことがあります。 

 特に足にハンディがある場合、車いすや杖等の補助具がないと一人での

移動が困難です。 

 脊髄や頚椎の損傷により姿勢を保つことが困難になる体幹機能障がいで

は、発汗、体温調節、排尿、排便等の自律神経の障がいを伴うことがあ

ります。 

 言語障がいがある方は、自分の意思を伝えにくかったり会話が困難だっ

たりします。 

■ 避難誘導の仕方 

 声のかけ方・コミュニケーションのとり方では、言語障がいのある方も

いるので、慌てないで話を聞く等の落ち着いた対応をしましょう。 

 肢体不自由の方は、緊急時には普段より移動全般が困難になります。危険  

を避けるためにも本人に確認しながら、希望にそった支援をしてください。 

①  言語障がいのある方の場合 

 「はい（うなずく）」「いいえ（首ふり）」で答えることができるよう

な質問にしましょう。 

 ５０音表を作り指差しをしてもらうようにしましょう。 

 ５０音を順番に話し、目線やまばたき等で一音ずつ確認しましょう。 

 単語や絵を示したり、紙に筆記してもらいましょう。 

 

支援者用 
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（肢体不自由－２） 
 

②  杖を使っている方の場合 

 本人がゆっくり歩くことができるように、段差やでこぼこの少ないと

ころを選んで誘導しましょう。 

 歩行が困難な方に対しては、支援の方法を聞き、体を支える等の介助

を行いましょう。 

③  車いすを使っている方の場合 

 車いすの急な発進や停止、方向転換は事故のもとです。動作ごとに「車

いすを押します。」等、必ず一声をかけてから介助をしましょう。 

 階段を昇り降りする場合には、特にゆっくりと移動することが基本で

す。車いすごと持ち上げる場合には３～４人で運ぶのが安全です。 

④  杖や車いすが壊れた場合 

 災害時には車いすが使えないこと、さらには身動きがとれなくなって

しまうことも想定されます。担架が用意できない場合は、背負ったり、

複数人で抱えたり、毛布やシーツに乗せて移動する等の方法もありま

す。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

【避難所での支援】 

 移動が少なくて済むように、できるだけ出入り口やトイレに近い場所に居場

所を確保するようお願いします。 

 車いすに対応した簡易トイレを用意し、車いすが通れる通路の確保をお願い

します。 

 車いす用のトイレがあっても、使い慣れたものでないと使用できないことも

あります。その場合は差し込み便器を利用して寝たままで行わなければなら

ないこともあり、スペースやプライバシーの確保が必要になります。 

 寝る場合はかかとやお尻、背等の部分だけに体重がかからないよう、できる

だけやわらかい素材のマットを準備するようお願いします。 

10 



（肢体不自由－３） 
 

 

 

 自分で体を動かすことができない方は、寝ているとき、座っているとき、同

じ姿勢でいると「じょくそう」ができる危険性があります。可能な限り体の

向きを変えるようお願いします。 

 言語障がいがある方を介助・支援する場合は、コミュニケーションツールを

用いて、必ず本人の意向を確認するよう配慮をお願いします。  

 身体・知的の障がいを併せ持つ重度重複障がいの方には、環境・衛生面に配

慮を必要とする方がいます。周囲の環境が落ち着いていること、衛生的であ

ること（空気の汚れ、ほこり等が体に影響します）、冷暖房等で適度な温度が

保たれていること（体温調節が困難な方がいます）等の配慮が必要になりま

す。また、医療的ケアが必要な方もいますので、専門スタッフの医療的なフ

ォローが必要になるとも予想されます。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力で逃げることができません。杖や車いすを使用している場合は、段差が生

じたりガレキが散乱したりして通行困難になります。また、車いすの場合は落

下物によるパンクの危険性が高まります。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 （自由記述欄） 

（例）足にハンディがあると、一人で避難することはとても困難です。家族がい

ないときもあるので、声をかけてください。 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      
 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（肢体不自由－４） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ おぶいひも        □ 毛布（搬送用、保温用） 

□ ビーズクッション（じょくそう予防） □ おむつ    

□ 痰の吸引器とバッテリー  □ ムース食等、嚥下状態にあった非常食 

□ 経管栄養食と器具     □ 薬とお薬手帳 

□ コミュニケーションツール（50 音表、絵等） 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

 □ その他（                          ） 

■ 事前の対策 
（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 寝る場所や居住空間は、避難しやすいようにできるだけ１階とし、倒れて

きたり落ちてきたりする物がないように対策をとっておきましょう。 

 自宅の廊下等の通路は、車いすが通れる幅を確保しておきましょう。確保

できない場合は、車いすに代わる移動手段を確保しておきましょう。 

 車いすや歩行補助器具は安全な場所に置き、暗闇でもわかるように発光シ

ール等を貼っておきましょう。 

 車いすの空気圧や電動用バッテリー（充電や液量）は、常にチェックして

おきましょう。 

 家族や地域支援者と一緒に安全な避難場所までの避難ルート及び避難方

法を確認しておきましょう。 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 まず、落ち着きましょう。そして危険から体を守り、人を呼びましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品をいつでも持って

いけるようにしておきましょう。 

本人・家族用 
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（高次脳機能障がい－１） 
 

高次脳機能障がいのある方をサポートするとき 

【大切なこと】 ポイントをしぼって、 

「ゆっくり」「はっきり」「具体的に」話をしましょう。 

■ 主な特性等 

「病気（脳卒中等）」や「事故（頭部のけが等）」により脳を損傷した後遺症

として見られる障がいで、症状の現れ方には大きな個人差があります。身体の

障がいが見られず、一見しただけでは障がいが目立たないため、周囲の理解が

難しいことがあります。 

例えば、次の障がいがあります。 

 用事を忘れる、名前を覚えられない、事故（病気）前のことを忘れている

等の記憶
き お く

障がい 

 臨機応変な対応ができない、融通が利かない、こだわる、見通しが立てら

れない等の遂行
すいこう

機能
き の う

障がい 

 見落とし等単純なミスが多い、話を聞いていないことがある、集中力が続

かない、切り替えができない等の注意
ちゅうい

障がい 

 無気力、やる気がしない、場にふさわしい行動が取れない、すぐに怒る等

感情の抑制が難しい等の社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障がい 

 自分の問題に気づかない気づきの障がい、すぐに疲れてしまう神経疲労、

落ち込む抑うつ、歯ブラシで文字を書こうとする等、正しい行動ができな

い失行、トイレが目の前にあってもトイレと認識できない等、身近な物や

体を認識できない失認、言葉を聞いたり、文字を読んだりして理解するこ

とや、話したり書いたりすることすべてにわたって障がいを受けている失

語があります。 

 

支援者用 
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（高次脳機能障がい－２） 
 

■ 避難誘導の仕方 

 コミュニケーションのとり方は、一度にたくさんの情報を伝えるのではな

く、一つずつ伝えましょう。 

具体的には、 

 ポイントをしぼって、ゆっくり・はっきり・具体的に話しましょう。 

 言いたいことをうまくまとめて話せなかったり、言葉が出にくい人も

いるので、本人の話をゆっくり時間をとって聞きましょう。 

 イライラしているときは、静かなところで落ち着くまで待ち、話を聞

きましょう。 

 大切な説明や予定は、メモに書いて渡しましょう。 

 自分から行動を起こしにくいことがあるので、声をかけましょう。 

 選択肢を示し、「はい」「いいえ」で答えられるようにしましょう。 

 道や建物の中で迷うことがあるので、目的地まで誘導しましょう。 

 混雑している場所では人や物にぶつかることがあるので、誘導しましょう。 

 危険な場所がわからないので、声をかけたり一緒に行動しましょう。 

 けがをしているのに気づかないことがあるので、本人の言葉だけでなく

身体状況を観察しましょう。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

【避難所での支援】 

 新しい出来事や場所を忘れやすいので、一人で避難所の外へ出ると戻れ

なくなることがあります。また、避難所の中でもトイレや自分の居場

所がわからず迷うことがあります。そんなときは声をかけて状況を確

認し、必要に応じて誘導するよう配慮をお願いします。 
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（高次脳機能障がい－３） 
 

 

 食糧や物資の配給を待てずに怒ったり騒いだりすることがあります。

そんなときは、まず落ち着いてゆっくり話を聞くよう配慮をお願いし

ます。 

 言葉が出ずに困っているときは、本人の状況を推測して選択肢を挙げ

たり、絵や図を活用し表現のサポートをするよう配慮をお願いします。 

 手続きや書類の記入は記入例を提示したり、一つずつ説明をする等の

配慮をお願いします。 

【情 報 提 供】 

 大事な指示を聞き逃したり、理解できなくても「はい、わかりました」

と答えたりすることがあるので、メモに書いて渡しましょう。メモに

は記入日時、記入者名も記載しておきましょう。 

 何度も同じことを聞くときは、いつも見える場所にメモを貼ったり、

繰り返し説明するよう配慮をお願いします。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 混雑しているところでは、道に迷ったり、人や物にぶつかったり、避難所

への目印等も見落としてしまうことがあります。 

 外見からわかりにくいので、周囲の人の理解や支援を得にくいことがあり

ます。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 （自由記述欄） 

（例）新しいことを覚えるのが難しかったり、日時を間違えたり目的地がわからな

くなったりします。感情の抑制ができず、災害時には周囲の音や人の出入りに敏

感になり、とても疲れやすくなります。私たちの障がいを理解していただき、い

ざというときには手助けしてください。 
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（高次脳機能障がい－４） 
 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 障害者手帳・健康保険証・お薬手帳    

□ 常用薬の予備（3 日分程度） 

□ ＩＣレコーダー、ノート等の記憶の補助ツール  

□ 携帯電話 

□ 家族の写真（裏に家族の名前と携帯やメールの連絡先を書いておく） 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

□ その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 例えば「救急安心お守りカード」等に必要な事項を記入しておきましょう。 

 家族や地域支援者と自宅の近隣や通勤･通所経路にある避難場所･避難所

を「防災マップ」等で確認し、避難地図を作成しておきましょう。 

 実際に、避難場所・避難所に行ってみて、危険な場所がないか確認してお

きましょう。 

 災害時の家族との安否確認手段、連絡方法や集合場所を事前に決めておき

ましょう。 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 まず、落ち着きましょう。そして危険から体を守り、人を呼びましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【心臓】－１） 
 

内部障がい【心臓】のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 心筋梗塞、狭心症、弁膜症や不整脈等の疾患のため、心臓機能が低下し、

動悸、胸痛や胸の重苦しさ等の症状が出ることがあります。 

 薬物療法やペースメーカー等で体調の安定を保っています。 

 一定以上の身体活動、心的ストレスにより心臓に負荷がかかると、呼吸困

難や狭心症の発作等の症状が起こることがあるため、医療的ケアが必要な

場合があります。 

 

■ 避難誘導の仕方 

 発作時の薬が必要な方もいるので、避難時に確認しましょう。 

 安否確認時に、安全な場所で、医療機器の継続使用が可能な状態であるこ

とを確認しましょう。 

 本人の状態に適した避難場所への移動を希望するか確認しましょう。 

 重い物は、代わりに持つ等、声をかけて手伝いましょう。 

【自力で避難することが困難な場合】 

車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、

移動用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難を

お願いします。また、必要に応じ、迅速に安全が確保された医療機関への

誘導・移送をお願いします。 

 

 

 

支援者用 
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（内部障がい【心臓】－２） 
 

（自由記入欄） 

  

■ 避難生活支援で気をつけること 

 動悸や息切れ等が起こりやすいため、イスに座らせる等の配慮をお願いし

ます。 

 薬やケア用品の確認と、各種装具・器具用の電源等の確保をお願いします。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になりま

す。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移送をお願いします。 

【避難所での支援】 

 携帯電話の電波の影響（２２センチメートル以内に近づくと影響を受け

やすい）や、免疫力や体力が低下した方のため、衛生的で安全な環境を

整える等の配慮をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確

保をお願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願い

します。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合が多いです。 

 自力で避難することが困難な場合があります。 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

                                                                     

                                                                     

                                                                     

                                                                     

 

 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【心臓】－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 中断できない薬や点滴等とその用具   

□ 治療食や特別食 

□ ペースメーカーについて対応してくれる医療機関や業者の連絡先のメモ             

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード）  

 □ その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 薬や治療食等の備え、災害時の対応について、主治医と相談しておきまし

ょう。具体的には、薬の作用や作用時間の長さ、飲めなかったときの影響

等を確認しておきましょう。 

 「救急安心お守りカード」等にも治療方法や介助方法をわかりやすく記入

しておきましょう。 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 一定以上の身体活動、心的ストレスにより心臓に負荷がかかると、呼吸困

難や狭心症の発作等の症状が発症するため、無理な行動はせずに助けを求

めるようにしましょう。 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【心臓】－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 発作止めの薬が必要な方は、必ず身に付けましょう。 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合があるため、転倒等に気をつけま

しょう。 

 呼吸困難や狭心症の発作等の症状が少しでも見られた場合は、医療機関へ

速やかに移動できるよう助けを求めましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移動しましょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。 

 各種装具・器具用に使用する電源等の確認をしましょう。 
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（内部障がい【腎臓】－１） 
 

内部障がい【腎臓】のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 体内の水分や塩分の調整、老廃物の排泄、血圧等の調整が困難です。 

 食事療法や身体活動の制限があります。 

 大多数の人が定期的な人工透析（週３回等）を必要としています。 

 自分のお腹を使って、毎日人工透析をする人もいます。 

■ 避難誘導の仕方 

 人工透析の医療的援助や常時使用する医療機器、医薬品が必要となるので

確認しましょう。 

 安否確認時に、安全な場所にいるか、医療機器の継続使用が可能な状態で

あるのかを確認しましょう。 

 本人の状態に適した避難場所への移動を希望するのか、確認しましょう。  

【自力歩行等が困難な場合】 

車いすや担架等を活用して移動しましょう。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 かかりつけ透析機関との連絡確認または人工透析を受けられる病院を早

急に探す等の配慮をお願いします。 

 避難所または自宅からの通院手段の確保が必要です。 

 薬やケア用品の確認と、各種装具・器具用の電源等の確保をお願いしま

す。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になり

ます。  

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速

やかに移送をお願いします。 

支援者用 
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（内部障がい【腎臓】－２） 
 

（自由記入欄） 

（例）定期的に通院が必要な状態です。また、災害発生時は人工透析を受けられる

医療機関の情報等ありましたら、教えてください。 

【避難所での支援】 

 食事制限（基本的には塩分、生野菜、果物は避ける）が必要な人の確認

をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確

保をお願いします。 

 レトルトの患者食の確保をお願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願い

します。 

 通院支援をお願いします。 

 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合が多いです。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   
 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【腎臓】－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 健康保険証一式（特定疾病療養証、重度障がい者医療費受給者証を含む）  

□ 常用薬 

□ 治療食や特別食   

□ お薬手帳を含む透析条件の記録  

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

 □ その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 薬や治療食等の備えや、災害時の対応について、主治医に相談しておき

ましょう。具体的には、透析ができない場合の対策を考えておきましょ

う。 

 「お薬手帳」や「救急安心お守りカード」に透析条件を記入しておきまし

ょう。 

 平素からの体調管理に努めておきましょう。 

 移動、通院のためのマイカーへの給油を含むメンテナンスを習慣化してお

きましょう。 

 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【腎臓】－４） 
 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 無理をせず、周りの人に助けを求めましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

■ 避難するときに気をつけること 

 無理な動きによる転倒等に気をつけましょう。 

■ 避難生活で気をつけること 

 かかりつけ透析機関との連絡確認をしましょう。 

 体調がすぐれない場合は、安全が確保された医療機関へ速やかに移動しま

しょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。  

 食事制限（基本的には塩分、生野菜、果物は避ける）が必要なことを告げ

ましょう。 

 食事療法に合致した飲食物を摂取するように心掛けましょう。 

 各種装具・器具用に使用する電源等の確認をしましょう。 

 避難所や自宅からの通院手段を確保しましょう。 
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（内部障がい【呼吸器】－１） 
 

内部障がい【呼吸器】のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 気管や肺の疾病等によりガス交換（酸素と二酸化炭素の交換）が十分行わ

れず、呼吸困難が生じます。 

 活動が制限され、酸素療法が必要な場合があります。 

 

■ 避難誘導の仕方 

 安否確認時に、安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態であ

ることを確認しましょう。 

 より本人の状態に適した避難場所への移動を希望するかを確認しましょ

う。 

 風邪がきっかけで呼吸器の症状がさらに悪くなることがあります。風邪を

ひいている時は本人にうつさないよう配慮しましょう。 

【自力で避難することが困難な場合】 

車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、

移動用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難を 

お願いします。また、必要に応じ、迅速に安全が確保された医療機関への

誘導・移送をお願いします。 

 

 

 

 

 

支援者用 
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（内部障がい【呼吸器】－２） 
 

（自由記入欄） 

（例）呼吸が苦しい際は、すぐに酸素濃縮器を使用したいので、その協力をお願い

します。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 薬やケア用品の確認と各種装具・器具用の電源等の確保をお願いします。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になりま

す。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移送をお願いします。 

【避難所での支援】 

 免疫力や体力が低下したり、装具･器具の交換等が必要な方のために、

衛生等、環境に配慮をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確

保をお願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願い

します。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合が多いです。 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

  

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

 

 
 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【呼吸器】－３） 
 

  

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ アンビューバック      □ ネブライザー 

□ 予備バッテリー       □ 手動式吸引器 

□ 酸素濃縮器         □ 液体酸素ボンベ 

□ 携帯用酸素ボトル      □ 中断できない薬や点滴等とその用具 

□ 治療食や特別食  

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

□ その他（                          ） 

 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 救急対応について、家族や主治医、酸素供給業者等と相談しておきましょ

う。 

 災害等の際、酸素チューブの配管が絡まないように工夫しておきましょう。  

 酸素濃縮器や液体酸素ボンベは、火気から離れた場所に保管しておきまし

ょう。  

 酸素療法が必要な方は、主治医に酸素を使用しなくても大丈夫な日数等を

確認しておきましょう。  

 「救急安心お守りカード」等に治療方法や介助方法をわかりやすく記入し

ておきましょう。 

本人・家族用 
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（内部障がい【呼吸器】－４） 
 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 無理な行動はせず、安全な場所へ移動し助けを求めましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品をいつでも持って

いけるようにしておきましょう。 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 焦らずにゆっくり行動しましょう。 

 呼吸困難等の症状が少しでも見られた場合は、周りの人に助けを求める等

医療機関に速やかに移動できるように心がけましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 少しでも呼吸が苦しく感じたときは、医療機関へ移動しましょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。 

 各種装具・器具を使用する電源等を確認しましょう。 

 

28 



（内部障がい【膀胱又は直腸】－１） 
 

内部障がい【膀胱または直腸】のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 自分の意思で尿や便の排泄がコントロールできません。 

 腹部に造った人工膀胱や人工肛門（ストーマ）に、排泄物を受けるための

使い捨ての袋（パウチ）を常時装着、またはおむつを使用しています。 

 使い捨ての袋（パウチ）を利用している人は、人工膀胱や人工肛門が腹部

に造設されているため、温水が出る大型流し台（オストメイトトイレ）が

必要となります。 

※「オストメイト」…人工肛門または人工膀胱を造設した方のこと 

■ 避難誘導の仕方 

 安否確認時に、安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態であ

ることを確認しましょう。 

 より本人の状態に適した避難場所への移動を希望するかを確認しましょ

う。 

【自力で避難することが困難な場合】 

車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、

移動用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難を 

お願いします。また、必要に応じ迅速に安全が確保された医療機関への誘

導・移送をお願いします。 

 

 

 

 

支援者用 
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（内部障がい【膀胱又は直腸】－２） 
 

（自由記入欄） 

（例）トイレの使用時間が長くなります。また、オストメイト使用者は便意や尿意

を感じたり、我慢することが出来ません。ご配慮、ご理解お願いします。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 避難所では「オストメイト」であることを確認できる仕組みの確立をお願いし

ます。 

 トイレの使用時間が長くなるので、他の避難者への配慮をお願いします。 

 精神的に不安定になると体調が変化しやすい（下痢しやすいとか皮膚トラブル

を起こしやすい）ので、看護師のケアが必要になることがあります。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になります。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関への速やか

な移送をお願いします。 

 福祉避難所には災害用装具等の備蓄が必要となりますので配慮をお願いします。 

【避難所での支援】 

 免疫力や体力が低下したり、装具･器具の交換等が必要な方のために、衛生等

環境面に配慮をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確保を

お願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願いします。  

 プライバシーへの十分な配慮をお願いします。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合が多いです。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

                                   

                                   

                                   

 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【膀胱又は直腸】－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ ストーマ装具（２週間分以上）  □ ウェットティッシュ 

□ ティッシュペーパー       □ 剥離剤 

□ 消臭スプレー          □ カット用ハサミ 

□ 廃棄用ビニール袋        □ 導尿に必要な器具（カテーテル） 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード）  

□ その他（                          ） 

 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 多目的トイレのある避難所を確認しておきましょう。 

 装具類は複数箇所に備蓄しましょう。 

 

 

 

 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【膀胱又は直腸】－４） 
 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 安否確認時に、安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態であ

ることを確認しましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 無理な避難行動は避けましょう。 

 状態に適した避難場所への移動が必要か判断したうえで避難しましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 精神的に不安定になると体調が変化しやすい（下痢や皮膚トラブルを起こ

しやすい）ので、体調の変化に気づくよう心がけましょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。 

 避難所や自宅からの通院手段を確保しましょう。 
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（内部障がい【小腸】－１） 
 

内部障がい【小腸】のある方をサポートするとき  

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 消化・吸収をつかさどる機能の障がいです。 

 栄養の維持が困難で通常の食事では栄養が不足するため、静脈（輸液）点 

滴等による栄養補充が必要となります。 

 

■ 避難誘導の仕方 

 安否確認時に、安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態であ 

ることを確認しましょう。 

 より本人の状態に適した避難場所への移動を希望するかを確認しましょ

う。 

【自力で避難することが困難な場合】 

車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、

移動用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難を 

お願いします。また、場合によっては迅速に安全が確保された医療機関へ

の誘導・移送をお願いします。 

 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 薬やケア用品、各種装具・器具用の電源等の確保をお願いします。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になりま

す。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移送をお願いします。 

 

支援者用 
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（内部障がい【小腸】－２） 
 

（自由記入欄） 

  食事時ではない時間帯に栄養補給をすることがあるので、ご理解ください。 

【避難所での支援】 

 免疫力や体力が低下したり、装具･器具の交換等が必要な方のために、

衛生等、環境面に配慮をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確

保をお願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願い

します。 

 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合が多いです。 

 医療機器の継続使用が困難なことがあります。 

 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

 

 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【小腸】－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 中断できない薬や点滴等とその用具    

□ 治療食や特別食   

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード）   

 □ その他（                          ） 

 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 薬や治療食等の備え、災害時の対応について、主治医と相談しておきまし

ょう。具体的には、薬の作用や作用時間の長さ、飲めなかったときの影響

等を確認しておきましょう。 

 「救急安心お守りカード」等にも治療方法や介助方法をわかりやすく記入

しておきましょう。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 無理に素早い行動をとらないようにしましょう。 

 医療機器の継続使用が可能かどうか確認しましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【小腸】－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 無理な避難行動は避けましょう。 

 状態に適した避難場所への移動が必要か判断したうえで避難しましょう。  

     

■ 避難生活で気をつけること 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や 

かに移動しましょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。 

 食事制限がある場合は、その旨を伝えましょう。 

 食事療法に合致した飲食物を摂取するように心掛けましょう。 

 各種装具・器具用のための電源等を確認しましょう。 
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（内部障がい【免疫】－１） 
 

内部障がいのある方【免疫】をサポートするとき 

【大切なこと】 ひとり、ひとりの状況を把握しましょう 

■ 主な特性等 

 ヒト免疫不全ウィルス（ＨＩＶ）による免疫機能の低下が代表的で、治療 

の段階や合併症の有無により医療的ケアが必要な場合があります。 

 発病していない場合や症状が軽い場合は、特別な対応はいりません。 

 治療の段階や合併症の有無等により、活動制限が異なります。 

 ウイルスの感染力は極めて弱く、日常的な接触や空気では感染しません。 

■ 避難誘導の仕方 

 安否確認時に安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態である

ことを確認しましょう。 

 より本人の状態に適した避難場所への移動を希望するかを確認しましょ

う。 

【自力で避難することが困難な場合】 

車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、

移動用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難を 

お願いします。また、必要に応じ、迅速に安全が確保された医療機関への

誘導・移送をお願いします。 

【免疫機能障がいのある方が出血した場合】 

ゴム手袋等を使用し、直接血液に触れないようにしましょう。 

 

 

支援者用 
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（内部障がい【免疫】－２） 
 

（自由記入欄）（例）発病していない場合や症状が軽い際は特別な対応はいりませんが、情

報が他に漏れないよう対応してください。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 薬やケア用品の確認と、各種装具・器具用の電源等の確保をお願いします。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になりま

す。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移送をお願いします。 

【避難所での支援】 

 免疫力や体力が低下したり、装具･器具の交換等が必要な方のために、

衛生等、環境に配慮をお願いします。 

 非常食で対応できない場合があるので、食事療法に合致した飲食物の確

保をお願いします。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願い

します。 

 ■ 災害発生時に困難なこと 

 症状により自力歩行や素早い避難行動が困難な場合があります。 

 電源喪失等により医療機器の継続使用が出来ないことがあります。 

 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

                                   

                                   

                                   

 
 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（内部障がい【免疫】－３） 
 

 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 中断できない薬や点滴等とその用具     

□ 治療食や特別食                  

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

 □ その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 薬や治療食等の備え、災害時の対応について、主治医と相談しておきまし

ょう。具体的には、薬の作用や作用時間の長さ、飲めなかったときの影響

等を確認しておきましょう。 

 「救急安心お守りカード」等にも治療方法や介助方法をわかりやすく記入

しておきましょう。 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 無理に素早い行動をとらないようにしましょう。 

 医療機器の継続使用が可能かどうか確認しましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

本人・家族用 
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（内部障がい【免疫】－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 無理な避難行動は避けましょう。 

 状態に適した避難場所への移動が必要か判断したうえで避難しましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 各種装具・器具用のための電源等を確認しましょう。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関へ速や

かに移動しましょう。 

 医療器材の消毒や交換をするときは、清潔な治療スペースが必要になりま

す。 

 食事制限がある場合は、食事療法に合致した飲食物を摂取するように心掛

けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 



（難病－１） 
 

難病のある方をサポートするとき 

【大切なこと】 本人の状況及び医療支援体制を確認しましょう 

■ 主な特性等 

 難病とは、ベーチェット病、多発性硬化症等多くの種類があり、個人個人で症

状が異なります。 

◎腎臓病（透析、身体障がい）、◎ベーチェット病（身体の粘膜の炎症、視覚障

がい）、◎リウマチ（関節の変形、身体障がい）、◎筋ジストロフィー（筋力低

下、身体障がい）、◎パーキンソン病（神経伝達物質低下、身体障がい）、◎膠

原病（免疫力の低下、身体障がい）、◎ALS（神経伝達不能による全身の運動機

能不全、身体障がい）、◎筋無力症（免疫不全による筋力低下、内部障がい）、

◎網膜色素変性症（眼球内の網膜変異、視覚障がい）、◎多発性硬化症（全身の

発症部分による身体、視覚障がい）、◎線維筋痛症（全身の痛み）、◎シルバー

ラッセル症候群（身体障がい） 

 難病は、疾患により常用薬や専門医の対応が必要になります。 

■ 避難誘導の仕方 

 安否確認時に、安全な場所にいて、医療機器の継続使用が可能な状態であること

を確認しましょう。 

 常時、薬や呼吸器が必要な場合は、薬、バッテリー、充電器等を持って避難する

ように声をかけましょう。 

 

【自力で避難することが困難な場合】 
車いすやストレッチャー等の移動用具を確保することが望ましいですが、移動

用具が確保できない場合には、毛布等で作った応急担架により避難をお願いしま

す。また、必要に応じ、迅速に安全が確保された医療機関への誘導・移送をお願

いします。 

【体調不良の場合】 
支援者は、落ち着いてください。そして身体状況（顔色、体の動き、会話等）

を把握し、状況によっては無理な避難は避けてください。次に、状態に適した避

難場所への移動を希望するかを確認してください。希望された場合は、移動でき

る方法を検討してから避難をお願いします。 

 

 

支援者用 
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（難病－２） 
 

（自由記入欄） 

（例）気づかないうちに体調不良になることがあるので、様子がおかしいと感じた
ら、医療機関へ搬送してください。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 疾患によって普段の生活も様々です。一人ひとりの状態と治療を確認してくだ

さい。 

 本人が気づかないうちに体調不良になることがあります。顔色、体の動き、会

話等、様子を観察しながら対応することが必要です。 

 病気による身体障がい、視覚障がい、聴覚障がいがあります。障がいごとの「気

をつけること」を参考にしてください。 

 疾患ごとに食事が異なります。聞き取りや「救急安心お守りカード」の記載事

項を確認して食事制限等の対応をお願いします。 

 薬やケア用品の確認と各種装具・器具用の電源等の確保をお願いします。 

 医療器材の消毒や交換等にあたっては清潔な治療スペースが必要になります。 

 医療的措置が必要と判断される場合は、安全が確保された医療機関への速やか

な移送をお願いします。 

 自力歩行や素早い避難行動が困難な場合があります。車いす等の補装具が必要

になりますので確保をお願いします。 

【避難所での支援】 

 免疫力や体力の低下、装具･器具の交換等が必要な方のため衛生等、また、携

帯電話の電波の影響も考えられるので環境への配慮をお願いします。 

 食事・飲物は非常食で対応できない場合があります。 

 避難所周辺の医療関係者、かかりつけ医等との連絡方法の確保をお願いしま

す。  

■ 災害発生時に困難なこと 

 体が動かなくなることがあるので、自力歩行や素早い行動が困難なことがあり

ます。 

 電源喪失等により、医療機器の継続使用が出来ない場合があります。 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

                                   

                                   

                                   

  

ヘルプカードをご活用下さい 
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（難病－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 常用薬 

□ 車いす、杖、滑り止めシート、高座布団、携帯電話   

□ 医療機器（手動呼吸器や人口呼吸器用バッテリーと充電器等） 

□ 衛生用品 等 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード等）  

□その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 発災時に持ち出すものを確認してまとめておきましょう。 

 発災時の医療機関との連携等について日頃から主治医と相談し、「救急安心

お守りカード」に記載しておきましょう。 

 「救急安心お守りカード」には治療方法や介助方法をわかりやすく記入し 

ておきましょう。 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 緊急時に体が動かなくなることがあります。無理に素早い動きをしよう 

としないでください。 

 医療機器の継続使用が可能かどうか確認してください。 

 医療機器、常用薬を確認しましょう。 

 自宅で災害が発生したときは、準備してある非常持出品を持って避難しま

しょう。 

 

本人・家族用 
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（難病－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 自分の身体状況を落ち着いて伝えましょう。 

 身体状況によっては無理な避難は避けてください。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 体調不良を感じたら早めに自ら伝えましょう。また、医療的措置が必要な

場合は、速やかに医療機関へ移動しましょう。 

 医療器材の消毒や交換等の際は、清潔なスペースで行いましょう。 

 食事制限等のある場合は、食事療法に合致した飲食物を摂取するように心

掛けましょう。 

 各種装具・器具を使用する電源等を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44 



（知的障がい－１） 
 

知的障がいのある方をサポートするとき  

【大切なこと】 

本人のペースに合わせて、わかりやすく伝えましょう 

■ 主な特性等 

知的障がいのある方は、他の人とうまくコミュニケーションが取りにくい

ところがあるため、生活をする上で様々な不自由さが生じます。障がいの状

況も個人差がありますが、本人の状態に合わせたコミュニケーションの取り

方や、本人のペースで生活ができると落ち着いて過ごすことができます。 

 目に見えないことや先のことを想像すること、複雑な会話やいくつかの情 

報をいっぺんに把握することが苦手です。 

 急な環境の変化への対応が苦手で、時に混乱して動けなくなったり、大き 

な声をあげてしまうことがあります。 

【コミュニケーションの方法】 

 わかりやすく具体的な短い言葉でゆっくり伝えましょう。 

 言葉でのやりとりが難しいときは、伝えたい物の絵や写真、筆談用のカ

ードやコミュニケーションボードを使ってみましょう。 

 

■ 避難誘導の仕方 

 やさしく落ち着いた声でゆっくり具体的に話しましょう。 

 歩行に個人差があるため、本人のペースで移動しましょう。 

 体に触られる事が苦手な人もいるので、無理に手をひいたりしないように

しましょう。  

 

 

 

 

支援者用 
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（知的障がい－２） 
 

 

（自由記入欄） 

                                         

                                   

                                   

                                   

■ 避難生活支援で気をつけること 

 環境が変わることに不安があり、その場所に慣れるまで声出しや動き回り 

等の行動が見られる場合があります。 

 コミュニケーションは、わかりやすい言葉でゆっくり話をして下さい。 

 言葉でのコミュニケーションが取りにくい人もいるため、伝えたいことを 

本人に絵や文字で筆談する等、わかりやすい情報提供が必要です。 

【避難所での支援】 

 本人の過ごしやすい場所を提供する等の配慮をお願いします。 

 トイレや手洗い場等の場所を本人に伝え確認しておくことが必要です。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 自分で場の危険を予知したり、判断したりすることが困難です。 

 災害による急な環境の変化を理解し、状況に応じた行動を取ることが困難です。 

 誘導の際、急がせたり、急な声掛けや予定の変更に混乱しやすいです。  

【混乱した状態の時】 

大きな声を出したり、急に走りだしたり混乱しているときは、押さえつけ

たり叱っても不安が増し逆効果になるため、落ち着くまで見守りましょう。 

【ケガや病気が疑われる時】 

ケガや痛みを伝えられない人、痛みを感じにくい人がいますので、様子を

見て必要があれば医師にみてもらうようにして下さい。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

 

 

  

 
 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（知的障がい－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード、サポートブック） 

□ 常用薬・お薬手帳     □ コミュニケーションツール 

□ 筆記用具・メモ帳     □ 本人の好む食品、飲み物 

□ 本人が持っていると安心するもの（おもちゃ、本等） 

□ 簡易トイレ 

□ その他（                   ） 

 

■ 事前の対策 
（本人、家族や支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 避難所の場所を確認し、できれば避難所の見学もしておきましょう。 

 持ち出し品のチェックをしておきましょう。 

（期限確認、必要な物の追加等） 

 様々な場面を想定した避難方法の確認をしましょう。 

 できれば家族で話し合い、自分用の非常用マニュアルを作りましょう。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 非常用マニュアルの手順に従い落ち着いて行動しましょう。 

 災害状況をテレビやラジオでよく把握し、あわてず行動しましょう。 

 

 

 

本人・家族用 

47 



（知的障がい－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 どこが安全な避難場所か災害情報を良く確認しましょう。近くに川や山が

ある際は、避難経路を確認しましょう。 

 緊急性が高い時は、持ち出し品は最低限のものにとどめましょう。  

 

■ 避難生活で気をつけること 

 できるだけ、日常の支援者と行動を共にする等して、落ち着いて過ごせる

ようにしましょう。 

 できるだけ、落ち着ける場所を確保しましょう。大勢の人がいる場所より、

少人数で過ごせる個室や部屋に仕切りがあると落ち着けます。 

 トイレや手洗い場の場所をわかりやすく表示しておきましょう。 

 興奮したり混乱したときに、移動できる部屋を用意してもらえるように働

きかけましょう。 

 避難所での予定の見通しが持てるように、生活スケジュールを目で見てわ

かるように表示しておきましょう。 

 環境の変化や、他の人と一緒の生活で、不安になることがあります。困っ

たときは支援者の方に相談しましょう。 

 避難所に行けず自宅や車中で過ごす場合も、情報収集や安否確認と食糧・

日用品・人的支援を受けるため、一度は避難所に行きましょう。 
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（精神障がい－１） 
 

精神障がいのある方をサポートするとき  

【大切なこと】 不安をやわらげましょう 

■ 主な特性等 

 精神障がいとは「統合失調症」や「うつ病」等の精神の病気のため、「継

続的に日常生活や社会生活に制限がある状態」です。病状が深刻になると、

判断能力や行動のコントロールが著しく低下します。 

 統合失調症は、「何らかの原因で脳の感情や思考をまとめる機能が低下し

ている状態」です。そのため、「幻覚」「妄想」の症状等が現れ、本人はそ

れらに反応し、周りの人からはひとりでぶつぶつ言っているようにうつり

やすいですが、本人はとても不安で、つらい思いをしています。 

 うつ病は「精神的ストレスや身体的ストレスが重なる等、さまざまな理由

から脳の機能障がいが起きている状態」です。それによって憂鬱な気分や

意欲（食欲、睡眠欲等）の低下、さまざまな身体的症状等が現れ、治療を

しないと長期にわたり症状が続き、学校や仕事だけでなく、日常生活を送

ることもできなくなることがあります。 

 そのほか双極性障がい、パニック障がい、強迫性障がい、依存症（アルコ

ール・ギャンブル・買い物・薬物等）、境界性人格障がい等があります。 

■ 避難誘導の仕方 

 周囲の心の動揺が思った以上に伝わります。自然体で冷静な態度で対応

するようにしましょう。 

 強い口調はさけ、やさしい口調で「大丈夫ですよ」と声をかける等、状

況を具体的にわかりやすく、ゆっくり、簡潔に説明しましょう。 

 常に安心する言葉をかけながら安全な場所への誘導をお願いします。 

 

支援者用 
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（精神障がい－２） 
 

（自由記入欄） 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 急激な環境の変化に対応できず感情が高ぶり、状況に合わせた行動がしに 

くいので、ゆっくり話を聞くよう配慮をお願いします。  

 動揺が激しい様子でも落ち着いて見守り、妄想や幻覚の訴えも強く否定せ 

ず、相づちを打つ程度にとどめながら聞くよう配慮をお願いします。 

【避難所での支援】 

 強い不安や症状悪化が見られる場合は速やかに主治医に連絡し、指示を

受けられるよう配慮をお願いします。連絡が取れない場合は最寄りの医

療機関へ相談するよう配慮をお願いします。 

 日常的に服用している薬を早急に手配するよう配慮をお願いします。 

 孤立しないよう家族や知人等といっしょに生活できるよう配慮をお願

いします。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 対人関係が苦手で周囲に困難な状況を伝えられないことがあります。 

 いつもと違う状況で不安定になったり、パニックになったりします。 

 動揺やストレスで症状が悪化することがあります。  

 動揺や不安が強すぎるとその場から動けなくなることがあります。 

■ 本人、家族等から支援者へ 

（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

                                                                      

                                                                      

                                                                      

                                                                      

                                                                      

  

ヘルプカードをご活用下さい 
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（精神障がい－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 常用薬        

□ 主治医等の医療機関の連絡先 

□ お薬手帳      

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード） 

 □ その他（                          ） 

■ 事前の対策 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 身の安全を図るため、避難口や避難経路を確認しておく等、災害時の行動

を日頃から話し合っておきましょう。 

 隣近所や周囲の方へ、必要な手助けを頼んでおくようにしましょう。 

 日頃から服用している薬を医師と相談の上備えておきましょう。 

 災害時や通院できないときの対処の仕方について、かかりつけの医療機関

に相談し適切な行動が取れるようにしておきましょう。 

 支援を受ける時に必要なことや緊急連絡先、かかりつけの医療機関をカー

ド（例えば、救急安心お守りカード）に記入しておきましょう。 

 日頃、通っている施設や職場、学校等と災害時の避難場所や緊急連絡方法

を話し合っておくことが大切です。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 落ち着いて行動するため、深呼吸をして助けを待ちましょう。場合によっ

ては、安全な場所に移動して身を守りましょう。 

 混乱して自分で決められないときは、近くの人に支援を頼みましょう。 

 動けない場合は助けを呼びましょう。 

本人・家族用 
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（精神障がい－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 正しい情報を得るようにし、できるだけ落ち着いて行動しましょう。 

 周囲の人に誘導を頼み、早めに避難するようにしましょう。 

 日頃から服用している薬やカード、メモを忘れずに持ちましょう。 

 落ち込みやイライラ、不安、幻覚、妄想等が出たときは、近くの人に自分

の心身の状況や生活上の注意事項を伝えて、医療機関に連絡してもらうよ

うにしましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 薬を忘れずに服用しましょう。 

 避難所では大勢の人たちといっしょの生活をするため、ストレスがたまり、

調子を崩すことがあります。落ち込みやイライラ、不安や眠れないときは、

医療救護所や精神科の医師に相談し、症状に応じた手当を受けるようにし

ましょう。 

 一人でなく家族や知っている人、仲間と過ごすようにしましょう。 

 短期的な見通し、衣食住の対応場所、問い合わせの窓口等の情報を具体的

に得ることが大切です。 

 精神的に非常に不安定な場合は巡回相談、巡回診療を受けましょう。 

 感情を表に出しても大丈夫な方法や、外を散歩したり静かな場所を確保し

ておきましょう。 

 

 

 

 

 

52 



（自閉症－１） 
 

自閉症のある方をサポートするとき 

【大切なこと】情報は整理してシンプルに、ゆっくり、はっきり、

短くわかりやすく伝えましょう 

■ 主な特性等 

 相手の気持ちや場の雰囲気がつかみにくい対人関係の障がい 

 言葉の意味を理解できない、オウム返し等のコミュニケーションの障がい 

 体を揺らす、同じ行動を繰り返す、手順に固執等の興味・活動のこだわり 

があり、知的な遅れが伴うことが多くあります。 

 上記の特徴はありますが、知的な遅れがなく言葉の発達の遅れもないアス

ペルガー症候群や、知的な遅れを伴わない高機能自閉症があります。 

 日々の生活の中で生じるささいな変化等がストレスにつながります。 

■ 避難誘導の仕方 

 状況が理解しにくく、危険を予測しにくいため、まずは安全な場所へ移動

するよう避難を促しましょう。 

 目で見てわかるように、具体的にわかりやすく伝えましょう。 

 感覚が過敏なため、大きな声におびえたり、体に触られることを嫌ったり

するのでやさしく声をかけましょう。 

【声のかけ方】 

 一斉に伝えてもわからないので、その人に対して声かけをお願いします。 

 指示や予定は明確に目で見てわかるようにしましょう。 

 否定的でなく肯定的な声かけをしましょう（「～したらダメ」ではなく「～

しましょう」）。 

 大声でしかったりするのは逆効果なので、目を合わせて穏やかに伝えま

しょう。 

 興奮したときは、その場から離れると気持ちが落ち着くことがあります。 

 

支援者用 
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（自閉症－２） 
 

（自由記入欄）子どもの泣き声や人混みが苦手で、興奮しがちです。「大丈夫だよ」と声をかけ、落ち

着ける場所に移動させてください。 

■ 避難生活支援で気をつけること 

 情報は、具体的に、短い言葉でゆっくりとわかりやすく伝えてください。 

 絵･図･文字等を組合せ理解しやすい方法で情報を伝えてください。 

 大きな声を上げたり、飛び跳ねたり、独り言を言ったり等、障がい特性か

ら他の避難者とトラブルになりやすいため、個室や間仕切りのある部屋等

の限定された空間の用意をお願いします。 

【避難所での支援】 

 座布団やいす等で居場所を設定し、パーティションを設置する等の配慮

をお願いします。 

 こだわりがあって和式トイレが使えない人もいます。簡易式トイレや洋

式便座の用意をお願いします。 

 感覚過敏のため特定のものしか食べられない人もいます。情報を記入し

たカード（例えば、救急安心お守りカード）を持っている場合は、確認

をお願いします。 

 順番を守るということがわからない人もいます。物資は個別に配給でき

るよう配慮をお願いします。 

 情報は、本人や家族に直接届くよう配慮をお願いします。 

■ 災害発生時に困難なこと 

 想像力の弱さがあり危険がわからないので自力で逃げることが困難です。 

 変化に対する不安や抵抗、こだわりが強いのでパニックになりやすいです。 

 コミュニケーションの困難があり、困っていることが伝えにくいです。 

 感覚過敏とは逆に、痛みの訴えは困難です。 

■ 本人、家族等から支援者へ 
（知っておいてほしいことを記入しましょう） 

 

                                   

                                   

                                   

 

ヘルプカードをご活用下さい 
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（自閉症－３） 
 

 

■ 非常用持出品や備蓄品 

（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

□ 常用薬             □ お薬手帳 

□ 情報を記入したカード（例えば、救急安心お守りカード、サポートブック等） 

□ 伝えたいことを絵や図で描いた「助けてカード」                  

□ 本人が食べられる非常食やこだわりのある食品（ふりかけ等）  

□ いつも使っている物（おもちゃ、本、音楽プレーヤー、時計、電池等） 

□ その他（                          ） 

                  

■ 事前の対策 
（本人、家族や地域支援者と一緒に確認･準備することが大事です） 

 本人のコミュニケーションの取り方、配慮点、飲んでいる薬の飲み方、  

人に手伝ってほしいこと等を書き込んだカード（例えば、救急安心お守り

カード、サポートブック、助けてカード）を用意しておきましょう。 

 話が苦手な人には「助けてカード」を用意し、提示できるよう練習してお

きましょう。 

 名前や電話番号、住所、緊急連絡先等がわかる名札を身に付けたり、服に

縫いつけたりしておくようにしましょう。 

 災害で日常生活が変わることを本人に伝えておくようにしましょう。（避

難や避難所の生活について、和式トイレの使い方等） 

 緊急時の対応を支援者といっしょに練習しておきましょう。 

 

■ 災害発生時にすること、気をつけること 

 まず、落ち着きましょう。そして危険から体を守り、人を呼び安全な 

ところに連れて行ってもらいましょう。 

本人・家族用 
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（自閉症－４） 
 

 

■ 避難するときに気をつけること 

 あわてて駆け出さないようにしましょう。 

 一人で行動しないようにしましょう。 

 他の人に助けてもらいましょう。 

 家族等とまえもって決めたことを守るようにし、困ったら周りの人に教え

てもらいましょう。 

 

■ 避難生活で気をつけること 

 避難所は家と違った生活であることを理解し、避難所にルールがあること

を伝えましょう。 

 食べ物や水は列に並んで順番にもらいましょう。うまくいかなかったら支

援の人に相談しましょう。 

 トイレは他の人と共同で使うことを覚えましょう。 

 お風呂にしばらくは入れないことを覚えましょう。 

 テレビはないので音楽やゲームや本で過ごすことを理解しましょう。 

 嫌いな音があるかもしれないので、他の人といっしょに外に出るか好きな

音楽等を聴いて過ごしましょう。 

 避難所に行けず、家や車中にいても一度は避難所にいきましょう（安否確

認と食物、日用品、人的支援を受けるため 情報収集のために）  

 避難所ですごせるよう居場所を作ってもらうようにはたらきかけること

が大切です。 

 これからの予定や行く場所等の情報を整理して書いてもらいましょう。 
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（資料－１） 
 

資料 

 防災ウェブサイト 

① 防災に関する情報を活用しましょう。 

福島市ホームページから防災ウェブへのリンクをクリックすると、福島市防

災ウェブサイトが開きます。ふくしま避難所マップや洪水ハザードマップ、吾

妻山火山防災マップなど、防災のための様々な情報が掲載されています。様々

な災害を想定し、自宅から避難所までの避難経路を確認する等、日頃から災害

に備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島市ホームページの 

防災ウェブをクリック 

気象・災害情報等の配信 

防災マップ等の情報提供 

防災メールマガジン 
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（資料－２） 
 

② 防災と災害情報メールマガジンを登録しましょう 

下記のとおりメールマガジンを登録すると、ホームページを閲覧しなくても、

登録したメールアドレスに気象情報や災害情報だけでなく避難情報も届きま

す。いざという時のために、事前に登録しておきましょう。 

 

 災害情報の配信 

福島市ＳＮＳ（ツイッター・フェイスブック）で災害情報を配信します。

また、緊急時にはＦＭポコ（76.2ＭＨｚ）のラジオ放送に緊急割込み放送を

行います。 

 

 災害時には一人ひとりがアンテナを高く張り、あらゆる手段で情報の入手

に努め、少しでも早く避難行動がとれるようにしましょう。 

 

自分のメールアドレスを 

登録しましょう 

迷惑メール対策等を行い、

登録ができない場合は、 

こちらをご参照ください 
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（資料－３） 
 

 情報カードを活用しましょう 

①ヘルプマークとヘルプカード 

ヘルプマークとは、義足や人工関節を     （ヘルプマーク） 

使用している方、内部障がいの方や難病 

の方、または妊娠初期の方など、外見か 

らは分からなくても「援助」や「配慮」 

を必要していることを知らせることがで 

きるマークです。 

このマークを見かけたら、公共交通機 

関で席を譲る、困っているようであれば 

声をかけるなど、思いやりのある行動を 

お願いいたします。 

 

 また福島市独自で「手助けが必要な人」と「手助けしたい人」を結ぶヘルプ

カードを作りました。何かきっかけさえあれば、両者がつながる事ができます。 

カードケースや財布等に入れてお使いいただけますのでご活用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ヘルプカードは、福島市障がい福祉課のホームページ 

 ( http://www.city.fukushima.fukushima.jp/syougai-syomu/helpmark.html )  

 からダウンロードできます。 
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（資料－４） 
 

②ふくしまサポートブック 

福島県では、発達障がいのある方が、いつ       （表紙） 

でも誰からでも同じ支援を受けることができ、 

安心して社会生活ができるようになることを 

目的として、サポートブックを作成していま 

す。 

  

 氏名や住所、緊急時の連絡先やこれまで受 

けてきた支援や治療の経過、現在の行動の特 

徴を記入する「プロフィール」のページ、普 

段の生活のリズムやパニック・かんしゃくは 

どんなときに起きるか、どう対応してもらえ 

いいのか等、支援者に気をつけてほしいこと 

を記入する「サポート」のページ、コミュニ 

ケーション支援のための絵が描いてあり、指   （コミュニケーション支援ボード） 

さしで意思を伝えられる「コミュニケーショ 

ン支援ボード」等で構成されています。        

  

A5 判のバインダーにはさみ、本人の成長 

や変化に合わせてページを差し替えながら使 

用することが想定されています。 

  

支援者の方は、サポートブックのことを知 

らない人に対しての情報提供をお願いします。 

  

  

 サポートブックは、福島県発達障がい者支援センターのホームページ 

 ( https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/hattatsu/ ) からダウン 

 ロードできます。 
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（資料－５） 
 

③救急安心お守りカード 

 
 

氏   名： 

        

生年月日： 

血 液 型： A 型 B 型 AB 型 O 型 

住   所： 

電 話 

  自 宅： 

  携 帯： 

 

緊急連絡先 

・氏  名： 

関  係： 

電 話 

   自 宅： 

   携 帯： 

 

・氏  名： 

関  係： 

電 話 

   自 宅： 

   携 帯： 

 

・緊急通報（１１９番）の手順 

 １ 「１１９」をダイヤルします 

 ２ 「救急車」の要請である旨を伝えます 

 ３ 救急車が向かう場所の住所を福島市から 

   伝えます 

 ４ 自宅であれば世帯主名を伝えます 

 ５ 救急要請の概要を伝えます 

       「いつ、だれが、どうした。」 

（記載例の説明です） 

 １ページと２ページを両面印刷（表と裏のカー

ドが重なるように）し、点線にそって切り出してく

ださい。 

 必要事項を記載し、折りたたんで免許証入れ

やお財布に入れて携行してください。 

 

 イラストは『ももりん』です。 

 

 

個人情報エリア （例） 

氏  名：福島 消太（ふくしま しょうた） 

生年月日：昭和○○年 ３月 ７日生 

血 液 型：A 型 B型 AB型 O 型 

住  所：福島市天神町○○番○○号 

電 話 

 自 宅：０２４－５○○－○○○○ 

 携 帯：０９０－○○○○－○○○○ 

 

 

 

緊急連絡先 

（非常時に連絡の取れる方のお名前・ご関係・

電話番号を記入してください。） 

 

氏  名：○○ ○○ （シメイ） 

関  係：本人との関係（妻・兄・姉 など） 

電 話 

 自 宅：０２４－５３４－○○○○ 

 携 帯：０９０－○○○○－○○○○ 

 

 

救急車の呼び方（例）です。 

・「１１９」番に通報します。 

・消防からの「火事ですか、救急ですか」問合せ

には、「救急車」の要請である旨を伝えます。 

・救急車が向かう場所の住所をお知らせくださ

い。 

・自宅であれば、ご自分の住所を福島市からお

願いします。 

・「いつ、誰が、どうした。」の要領 

例）７０歳のおじいちゃんがつまずいて転倒、 

足を骨折した。など 

 ポイント：呼びかけに反応が無い、意識が無い

などの場合。これまで体験したことの無いような激しい頭痛、激しい胸痛が継続する場合、すぐに救急車

を呼びましょう。 

救急車が来るまでの応急手当も覚えましょう（問合せ：最寄りの消防署） 

キ 

リ 

ト 

リ 

線 

キ 

リ 

ト 

リ 

線 
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（資料－６） 
 

 

１ 既往・現病歴とかかり付け医療機関 

該当、病名、医療機関名、担当医師名 

 悪性新生物 

 脳疾患 

 心疾患 

  

 結 核 

 高血圧 

 糖尿病 

  

  

  

  

  

  
  
  

  「○」：既往  「◎」：現病 

 

 

 

２ 医療機関名と連絡先（電話番号） 

医療機関名 連絡先 

  

  

  

 

 

３ 緊急時の搬送ルール 

 私が意思表示できない場合、次の方法で搬送し

てください。 

 

 □ 上記かかり付け医療機関を優先 
   ※状態によって希望に添えない場合があります。 

 □ 救急隊に一任する 

 □ その他（                      ） 

 

４ 署 名 

 救急隊がこの情報を利用すること、医療機関に

伝えることに同意します。 

  年月日：平 成   年    月    日 

  氏  名： 

 

１ 既往・現病歴、かかり付け医療機関名等 

 これまでに治療を受けたことのある病名 

に「○」、今も治療中の病名に「◎」。 

 かかり付けの医療機関、担当医師が決 

まっていればお書きください。 

（例） ◎高血圧、△△病院、□□医師 

○肺  炎、 △ 病院、□□医師 

 

※空いたスペースには、いろいろな情報を 

書き加えることができます。 

 （例） 平成△年に心筋梗塞、ペースメー 

カーを左前胸部に埋め込んでいます。３ケ 

月に一度△△病院、循環器科（□□医師） 

で通院加療中など。 

 

 「既往」とは、これまでにかかったことのあ 

る病気で、現在は治っている病気のこと 

を言います。 

 「現病」とは、現在治療中の病気のことを 

言います。 

 

２ 医療機関名と担当医師 

 かかり付けの医療機関名、連絡先（電話 

番号）をお書きください。 

 

 

 

３ 搬送のルール 

 救急隊は、症状にあった病院を選定します 

が、万が一救急隊に対し意思表示ができな 

いような場合、医療機関選定のご希望を選 

んでください（意思表示）。 

※傷病者の状態によっては、希望に添えない

場合があります。 

 

４ 署 名 

 あなたの個人情報を、病院選定に当たって 

救急隊が利用すること。また、搬送先の医療 

機関に伝えることについて、同意する旨の「確 

認署名」または「押印」をお願いします。 

 

 

※この様式は、皆様が利用しやすいように逐 

次見直しを行います。定期的に自分の状態を 

見直すことも含め、１年に一度程度書き換えをお願いいたします。  
 

救急安心お守りカードは、福島市ホームページからダウンロードできるほか、各消防署、各支 

所等にも設置しております。切り取る際は、ケガをしないよう十分注意してください。 
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（資料－７） 
 

④助けてカード 

 日本自閉症協会では、災害や事故        （表面） 

等の困ったときに見せるための「助 

けてカード」を作成しています。 

 

助けてカードの表面には、「私の 

行動地図」として、家を出発する時 

刻や経路、立ち寄る店、トイレ、水 

の利用可能場所、近所の知人や避難 

場所を記入しましょう。 

                        （裏面） 

 裏面には、自閉症の特徴が記載し 

てあるので、「私の場合」の欄に、 

支援者に特に伝えておきたいことを 

記入しておきましょう。 

 

自閉症は一見しただけでは障がい 

があると分かりにくいため、周囲の 

人に必要な情報を速やかに伝える必 

要があります。 

 折りたたんで携帯し、緊急時には「見せる」ことを本人とよく確認しておき

ましょう。 

 

 カードは、日本自閉症協会のホームページ( http://www.autism.or.jp/ ) 

からダウンロードできます。 

 

情報カードは、災害時に自分のことを知ってもらう大切な情報ですので活用し

ましょう。また、個人情報を記入することになるので、紛失等には注意しまし

ょう。 
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